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1地学と切手…

マルジブ共和国の

爬虫類切手

P.⑭.

マルジブ共和国は印度洋の北部にある数コの島からなる独立国

で人口は約10万である.1645年にオランダの植民地だった

カミ1887年イギリス保護領となった.800年以上続いたサノレ

タンの支配下にあり1953年に共殉国と狂って独立したカミ54年

にはサノレタンカミ復活した.切手は1906年からマルジブ諸島の

名の下に発行されているか1969年からマルジブ共和国の名に

変更しているのでこの年にまた共和国にもどったのであろう.

切手は1972年4月に発行されたがこの国と爬虫類化石との関

係については不明である.

******************券*

2L:ステゴサウルス(8雌03伽伽)剣竜の一

種ジュラ紀後期体長4～9m体高1.5m体

重2t.四脚歩行の中型恐竜で頭は身体にくらべ

て小さい.背中に沿って三角の板が交互に配列し

尾の先には4つのスパイクがあった.腰には脳の

20倍の神経腔があったのでステゴサウノレスは2組

の脳を持った動物という物語りカミあった.湖や沼

辺の岸をのろのろ移動し承けの多い植物を食べた.

7L:エダオサウルス("砂ん03伽伽∫)竜盤目

石炭紀後期～二畳紀後期体長約3m.長く上方

にのびた椎骨の突起を支えにして帆をかけたよう

に皮膚がかかっており体温調節用のラジエｰタｰ

のような働きをしたろうと想像されている.草食

で鱗木や羊歯の生えている所に住んでいた｡

羅灘雛鰯滋臓灘鰯鰯誌

25L1ディプロドクス(DφZoゐ6〃5)竜盤目

ジュラ紀後期体長27m体高4m.陸上よりも

水中の生活に適しており頭が水上に出てさえいる

と身体が水中にいてもよかった.草食で浅い

潟ののどかな水中で体重を軽くして快適にくらして

いた.

50L:トリケラトプス(τフゴ6㈹妙∫)鳥盤目

白亜紀後期体長6～9m体重8.5t.目の上に

左右1本つっ鼻の上にも短く太い角を1本持って

いた.首の筋肉が強く頭を下げて突進したのだ

ろう.草食であるが当時はティラノサウルスが

最大の強敵だった.

2R:テラノドン(丹舳〃0ゐη)翼竜目白亜紀

後期翼を拡げると幅8m.翼手竜.手の4番

目の指がすごく伸びて皮の翼が張られていた.く

ちぱしには粛が恋く魚や貝を食べたのだろう.陸

地から100しmも海上を遠征出来たろうといわれる.

5R:ティラノサウルス(乃ブα〃05α〃舳)竜盤

目白亜紀後期体長15m体高6m体重7t

肉食.暴君竜の意味てがって陸上に存在したも

っとも凶暴の肉食動物.前肢が退化しており1

mもの頭に広い口があり三目月刀の形の鋭い歯と

尾が有力な武器だったのだろう.

別に2Lと5Rの小型シｰトも発行されている.�


